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03 ディープタイプ台枠内空間について
 ■ ディープタイプ台枠内の配管用空間について

 ● ディープタイプを設置する場合、台枠と配管が干渉しないことを確認してください。
 ･･･････････････････････【図1】

•• 配管が台枠と干渉する場合は、配管の変更工事が必要になります。特に床立上げ配管の場合は配管の変更工
事が大掛かりとなる可能性があるため注意が必要です。
•• 配管を変更する場合は、食洗機同梱の取付設置説明書や、買替え・後付け設置マニュアルを参考に配管を変更
してください。
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A ドア前面から台枠の後脚奥側までの距離(奥行)

台枠後脚間の距離(幅)

床面から台枠の上限までの距離(高さ)

NP - 45MC6T

495ｍｍ
本体背面まで約88ｍｍの空間があります。

NP-45MD9SP/
45MD9/VD9/RD9シリーズ

509ｍｍ
本体背面まで約111ｍｍの空間があります。

364ｍｍ

157～257ｍｍ キッチン高さ800～900ｍｍに対応します。

(イラストは床ころがし配管の場合)
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位置床ころがし配管の場合、ドア

前面から背壁までの距離から
Aを差し引いた距離A’の中に
配管が納まっている必要があ
ります。

俯瞰図
配管が台枠の脚に当たらない

配管の変更が不要

(イラストは床立上げ配管の場合)

配管が台枠の脚に当たってしまう

配管の変更が必要

(イラストは床立上げ配管の場合)
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【図 1】


